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　本発表では加藤(2016)を2011年以降の地震活動データに適用して、根拠を持たない地震予知・予測が成功

する確率の目安を再検討する。 

 

　地震がたくさん起きる地域では、科学的根拠を持たない、ランダムな地震予知・予測であっても一定の割合

が当たる。つまり、当たったことがあるからその地震予知・予測の手法は信頼に値するとは結論できない。で

は手法の良し悪しはどのように判断すればよいのだろうか？ 

 

　加藤(2016)は過去の地震活動のデータを用いてランダムな地震予知・予測が当たる確率の目安を算出する簡

便な方法を提案した。この手法ではバックグラウンドの地震活動がほぼ定常的であることを仮定し、地震の発

生間隔の統計を利用して確率を算出する。加藤(2016)による手法の提案では2001年から2010年までの地震活

動のデータが用いられている。本発表では地震活動が活発となった2011年以降の地震活動を含めたデータを

用いて、加藤(2016)が提案した手法の有効性を再確認するとともに、ランダムな地震予知・予測が当たる割合

について再検討する。地震活動はETASモデルで仮定されているように余震と定常的な活動との組み合わせであ

る。地震の発生間隔を見ても、この２つの活動の組み合わせであることが確認でき、これは2010年までと

2011年以降で変化はない。地震活動度が急激に変動した期間においても加藤(2016)の手法は有効であると考

えられる。 
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